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衆 滋 ･鈴木 晃
森 梅代 ･足滞貞成
研 究 概 要
1)ニホンザルの地域個体群の研究一 木曽





















































































8)田中 晋 ･乗 滋 ･赤座久明(1980):辛
奈月ダム環境調査報告 動物調査編,1-86.
班設省北陸地方建設局｡
学 会 発 表
1)ヤセザル顕の比較社会学的考察 - その2
















































野浮 謙 ･正式孝義 ･峰浮 硫
ニホンザルの数多くの餌付群に多発する先天的
四肢奇形が退伝的支配を受けているか否かを明ら
かにすべく研究が続行されている｡染田の奇形出
現の家族集積性のデータから統計迫伝学的手法を
用いて迫伝率の推定を行なう他,細胞迫伝学的手
法を用いて奇形出現と染色体異常との関連の有無
を明らかにする作業を行なっている｡さらに交配
実験は,淡路島野猿公国の協力を得て現地で続い
ているはか,モンキーセンターとの共同研究とし
て.宮島から入れた奇形ザルを用いて本研究所に
おいても続行している｡
4)家畜化現象と家畜系統史の研究
野揮 謙 ･正式孝義
在来諸家畜とそれらの野生原種の迫伝的野外調
査によって,家畜化現象そのものの集団迫伝学的
解明と.個々の家畜種円で地域集団間の迫伝的分
化の程度,系統的相互関係の解明を行ないつつある｡
5) ヒヒ茶の種分化に関する退伝学的研究
正式孝義 ･野津 誹
1978年度の調査により,マントヒヒとアヌビス
ヒヒの雑種化現象について,前回の資料に追加し
て詳細な退伝学的分析を行なった｡またエチオピ
ア中央高原に生息するゲダラヒヒの集団動態を退
伝学的に分析し,さらにPapio属とTheropithe･
cus属の退伝的分化の大きさを定員しつつある｡
1) 大学院生
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